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3. ハイガイ�

�1. アサリ�

2. シオフキ�

5. マガキ�

6. ヤマトシジミ�

4. サルボウ�

各部の名称�

�　殻表は輪肋・放射肋とも�

�

�
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写真は左が左殻、右が右殻で統一�

↑は主歯で、3本の主歯のうち、真ん
中のものには、縦に溝があるのが特徴で
す（拡大写真）。

殻の形状はサルボウに似ています。見分け方は殻表の放射肋
の数が違うこと。ハイガイは約20本前後です。

形状はハイガイに似ています。殻表の放射肋の数が約32本
前後であり、ハイガイよりも多いです。また、ハイガイ、サル
ボウに形状が似たアカガイは、放射肋が42､3本です。

左殻と右殻の、殻頂付近の形状の違いが顕著。左殻は袋状に
なり、右殻は厚い板状になります（右写真）。

主歯が2本で、「ハ」の字形をしています。側歯は溝状。形
状はシオフキに似ています。

す。側歯は溝状で、右殻には板状のしき
りがあります（拡大写真）。

シジミに似るが、歯
の形状が違い、より殻
の膨らみが強い。主歯
は2本で直角になりま



各部の名称�

7. ハマグリ�

2. ウミニナ�

�

8. オキシジミ�

9. カガミガイ�

10. オオノガイ�

�
1. イボキサゴ�
�
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写真は左が左殻、右が右殻で統一�

主歯は2本で、「ハ」の字形をしています。殻表が滑らかで
光沢が残る物も多いです。

オキシジミ似ていますが、放射肋はありません。月面と呼ば
れる突起があって、主歯は３本です。

キサゴは、直径35ミリほどに成長しますが、イボキサゴは直
径20ミリ以下が普通で、縫合の下に顆粒（イボ）ができている
ことが多いです。キサゴは外洋性で、イボキサゴは内湾性です。

個体差は大きい。縫合下に顆粒肋があって、
その下に螺状脈が巡っています。

殻頂部に左殻は舌状
の突起があって、右殻
には楕円形のくぼみが
あります（拡大写真）。

輪肋と放射肋があって、格子状に
なっています。後側歯がなく、平に
なっているのが特徴です（拡大写真）。



3. ツメタガイ�

7. カワニナ�

5. フトヘナタリ�

6. バイガイ�

4. アラムシロ�

8. アカニシ�
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螺塔に比べて体層が大きいのが特徴です。水深10m～20m
の砂泥底にすみます。殻皮が厚い。

殻高に対して殻径が大きいです。大き
い物は80×90ミリほどになります。

縦肋が太く、顆粒が大きいのが特徴
です。

螺塔は高いですが、殻頂部は、ほとんど
壊れていることが多いです。淡水性。

螺塔は低く、体層にかけて急激に径が
大きくなります。

螺塔部が高く、10数層になりま
す。汽水にすむカワアイガイに似て
います。

貝　　　層 ほとんどが貝で占められている貝層が純貝層、貝の量より、土や土器などの遺物の方が多く含まれる混土貝層、土層の中に少し貝

が混ざる程度の混貝土層などに分けられます。

淡　水　貝 主に河川、湖沼などにすむ貝類のこと。

汽　水　貝 主に河口付近の、淡水と、海水が混じり合う場所にすむ貝のこと。

同 定 作 業 出土する貝や、魚骨、獣骨や、そのほかの自然遺物が、どのような種類の物か、また、どの部分なのかを、完全な見本と照らし合

わせて、判断する作業のこと。



1.オキシジミとハマグリ� 2.オキシジミとカガミガイ�

前側歯�後側歯�

オキシジミ（右殻）�

前側歯�後側歯�

オキシジミ（右殻）�

前側歯�

後側歯�

ハマグリ（右殻）�

前側歯�後側歯�

オキシジミ（右殻）� オキシジミ（右殻）�

カガミガイ（右殻）�
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前側歯・後側歯があります。殻表が滑らかで、
つるつるしています。

前側歯・後側歯がなく、平らな面があります。
殻表は格子目状になっています。

放射肋があり、月面がありません。

放射肋がなく、月面があります。

陸産微小貝 大きさが2～6㎜ほどの巻貝。本来は林の落ち葉の間などにいます。これらの微小貝の存在は、貝塚に、落ち葉などがつもっていた

可能性を示しています。この場合、縄文時代の人々が、常に貝を捨て続けたのではなくて、ある程度の休止期間をもっていたので

はないかといえます。ということは、その間は貝を採集していたのではなく別の食料の獲得に活動していた可能性があるのです。

この他に、海藻につく種類は海産微小貝といいます。

成 長 曲 線 貝類が成長するとき、貝殻の中に1日1本残される線のことをいいます。夏と冬では、成長の速度が異なるために、線の間隔も変わ

ってくるのです。観察は、貝を縦に切って、断面を顕微鏡で見て行います。この研究で、主に縄文人は、春に貝を採集しているこ

とがわかってきました。

混　土　率 貝層中の貝殻と土砂の比率。この比率を出す目的は、当時の実際の食料の重量を求めることにあります（貝殻の純粋な重量が判れ

ば計算できる）。

※今回のなるみちゃんの便利手帳は、東京都荒川区延命院貝塚の貝層の選別マニュアルを大いに参考にしています。写真の貝は市原市西広貝塚のものを使用しています。
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